
1

計画

・健康料理教室

・小羽山人間ドック

・歩こう会活動助成

200

・健康料理教室での健康づくり

・自分自身の体力や能力を知る事からの

健康づくり

・毎月一度の山歩き

令和7年4月1日～令和8年3月31日

75,000

50,000

200

3

3

2

3

達成・未達成

の要因

・無理をせず、自分に合った方法で健康

づくりに取り組んでほしい。

実績に伴う評価

1：不十分

2：効果的

3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住民の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主

な

事

業

指

標

指標名 参加総数

目標値/実績値 235

事業内容

・健康料理教室 4回実施

・小羽山人間ドック

9月27日(土)実施   81人参加

・歩こう会 毎月一回実施

事業対象者 地区民

参加者数（人） 235

事業効果

・自分のペースで、自分の好きなことで

健康について意識され、取り組む方が増

えている。

事業期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

予算額/決算額（円） 77,557

助成金充当額（円） 50,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）

（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 コミュニティ推進協議会

事業名 健康づくり事業



2

計画

・防災訓練

・研修視察や研修会の実施

100

・防災訓練や研修を通し、住んでいる場

所の危険性を知るとともに、対応を考え

る一助としたい。

令和7年4月1日～令和8年3月31日

180,000

150,000

100

2

3

2

3

達成・未達成

の要因

・あまり災害の無い地域のせいか、関心

が薄く参加者が少ない。

実績に伴う評価

1：不十分

2：効果的

3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住民の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主

な

事

業

指

標

指標名 参加総数

目標値/実績値 110

事業内容

・防災訓練

8月30日(土)実施 参加者73名

・研修会

研修視察は隔年のため研修会のみを防災危機

管理課より講師を招き、5月30日(金)に実施

参加者37名

事業対象者 地区民

参加者数（人） 110

事業効果

・防災訓練では、様々な体験をすること

に趣を置き、研修会では小羽山地区にお

ける注視すべき災害等を学んだ。

事業期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

予算額/決算額（円） 158,070

助成金充当額（円） 150,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）

（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 自主防災会

事業名 地域防災強化事業



3

計画

・小中学生の地域美化活動

・地域行事へのボランティア参加

100

・地域愛、ふるさと愛の育成

・将来を担う小中学生の参画により地域

の活性化につながる

令和7年4月1日～令和8年3月31日

0

0

100

3

3

3

達成・未達成

の要因

・美化活動はもっと学校と地域の連携が

必要である。

実績に伴う評価

1：不十分

2：効果的

3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住民の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主

な

事

業

指

標

指標名 参加総数

目標値/実績値 124

事業内容

・小中学生の地域美化活動は中止となっ

た。             ・夏ま

つり、ふるさとまつりの準備、片付け等

のボランティア活動に中学生の参加が延

数124名あった。

事業対象者 小中学生

参加者数（人） 124

事業効果

・多くの中学生のボランティアで高齢化

した地区での、イベント行事の盛り上が

りができ活性化につながった。

事業期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

予算額/決算額（円） 0

助成金充当額（円） 0

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）

（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 小中学校運営協議会

事業名 コミュニティスクール活動事業



4

計画

・地区ボッチャ大会

・夏まつりスポーツ体験会

・ふるさとまつりスポーツ体験会

・市バレーボール大会

・市ソフトボール大会

・市ボッチャ大会

200

・スポーツに親しみ、住民間のコミュニ

ティを育み、運動の習慣をつける

令和7年4月1日～令和8年3月31日

300,000

200,000

200

3

3

2

3

達成・未達成

の要因

・目標は達成できたが、高齢化に伴い団

体の運営が難しくなってきた。役員の在

り方を考え直す時期に来ている。

実績に伴う評価

1：不十分

2：効果的

3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住民の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主

な

事

業

指

標

指標名 総参加数

目標値/実績値 248

事業内容

・地区ボッチャ大会12月14日実施参加者40名

・夏まつり ゲームで協賛 参加者183名

・ふるさとまつり 雨のため中止

・市バレーボール大会 出場なし

・市ソフトボール大会1チーム15名参加

・市ボッチャ大会 2チーム10名参加

事業対象者 地区民

参加者数（人） 248

事業効果

・ボッチャ大会では地域や団体だけでな

く、家族チームなどの参加もあり、コ

ミュニティの場となった。和やかな大会

になるよう運営していきたい。

事業期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

予算額/決算額（円） 300,511

助成金充当額（円） 200,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）

（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 体育振興会

事業名 スポーツ大会事業



5

計画

・空き缶拾い活動

・ボイ捨て禁止パトロール

・夏まつり会場ボランティア清掃

・研修視察

・小中合同落葉清掃

150

・環境美化活動を促進することにより、

住みよい地域づくり、ふるさと愛につな

がる。

令和7年4月1日～令和8年3月31日

174,000

100,000

150

3

3

2

3

達成・未達成

の要因

・小中合同落葉清掃は学校からの要請で

始めたものであるが、学校の方向性が変

わり中止となった。学校側との話し合い

が必要。

実績に伴う評価

1：不十分

2：効果的

3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住民の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主

な

事

業

指

標

指標名 行事への総参加数

目標値/実績値 127

事業内容

・空き缶拾い活動は2回実施 参加者91名

・ポイ捨て禁止パトロールは4月1回実施 参

加者7名

・夏まつり清掃 13名参加

・研修視察(岩国市リサイクルプラザ)参加者

16名

・小中合同落葉清掃は中止

事業対象者 地区民

参加者数（人） 127

事業効果

・地域の環境美化に努めることができ

た。落ち葉清掃が中止となり、目的達成

とはならなかった。

事業期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

予算額/決算額（円） 174,582

助成金充当額（円） 100,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）

（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 環境衛生連合会

事業名 環境美化事業



6

計画

・小中学生の登下校の見守り活動

・交通安全のための広報活動

・高齢者の見守り、安心安全活動

・防犯カメラ設置事業の拡充

100

・安心安全な小羽山地区の創生と住民の

コミュニティ力の強化

令和7年4月1日～令和8年3月31日

300,000

250,000

100

3

3

2

3

達成・未達成

の要因

・いろいろな事件や事故が起こってお

り、絶対に必要な活動であり、参加者を

増やしていきたい。

実績に伴う評価

1：不十分

2：効果的

3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住民の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主

な

事

業

指

標

指標名 総参加数

目標値/実績値

事業内容

・地域の安心安全のため、各部会とも

しっかりと活動できた。防犯カメラは警

察から3度協力を求められた。

事業対象者 地区民

参加者数（人） 350

事業効果
・毎日の地道な活動ではあるが、小学校

や高齢者からの感謝の言葉は絶えない。

事業期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

予算額/決算額（円） 308,232

助成金充当額（円） 250,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）

（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 ふれあい運動推進員会、防犯部会、見守り隊、交通安全部⾧会、自治会連合会

事業名 安心安全事業



7

計画

・いきいきサロンの活動補助

・高齢者のサークル活動の充実

・独居ふれあい活動の補助

・デジタル化社会対応の補助

200

・活動できる高齢者をめざすことによっ

て、コミュニケーションができ、活力が

生まれ育まれる。

令和7年4月1日～令和8年3月31日

250,000

200,000

200

3

3

2

3

達成・未達成

の要因

・親寿会に入会している人は精力的に活

動できているが、以外の人たちに目を向

けてみたい。

実績に伴う評価

1：不十分

2：効果的

3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住民の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主

な

事

業

指

標

指標名 総参加数

目標値/実績値 358

事業内容

・サロン活動は熱心に活動している

・サークル活動は親寿会を中心に活動でき

た。

・独居ふれあい昼食会には参加者33名。

・高齢者対象にスマホ教室を6回実施

事業対象者 地区高齢者

参加者数（人） 458

事業効果

・小羽山地区は高齢化が進んでいるが、

親寿会に入会している人たちは活動的に

動けている。

事業期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

予算額/決算額（円） 240,000

助成金充当額（円） 200,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）

（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 社会福祉協議会、小羽山地区連合親寿会

事業名 高齢者支援事業



8

計画

・スマホ・デジタル教室

・ホームページの充実

・コミュニティだよりの活性化

・SNSを活用した広報活動

スマホ・デジタル教室30人

・デジタル社会に対応できる高齢者を増

やし、情報収集ができるようになる。

・興味をそそる広報活動

令和7年4月1日～令和8年3月31日

400,000

300,000

30

3

3

2

3

達成・未達成

の要因

・定期的に活動し続けることにより、浸

透していくことが見えてきた。急がば回

れである。

実績に伴う評価

1：不十分

2：効果的

3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住民の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主

な

事

業

指

標

指標名 スマホ・デジタル教室への参加者

目標値/実績値 32

事業内容

・スマホ・デジタル教室は9月より毎月

行うことで多くの参加者があった。

・毎月一回の編集委員会のでいろいろな

挑戦に取り組んでいる。

事業対象者 地区民

参加者数（人） 32人

事業効果

・毎回出席される高齢者もあり、教室が

浸透してきた。継続した活動が徐々に生

かされるようになってきた。

事業期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

予算額/決算額（円） 541,565

助成金充当額（円） 300,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）

（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 コミュニティ推進協議会、ICTソリューション部

事業名 広報・デジタル事業



9

計画

・小羽山こいのぼり

・夏まつり

・ふるさとまつり

・どんど焼き

1,000

・地域行事を活発にすることにより、地

区住民のコミュニティの活性化につなが

り、賑わいができる。

令和7年4月1日～令和8年3月31日

550,000

470,700

1,000

3

3

3

3

達成・未達成

の要因

・荒天に悩まされることが多かっが、い

ろいろと工夫をしながら目的を達成する

ことができた。参加者も多くあった。

実績に伴う評価

1：不十分

2：効果的

3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住民の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主

な

事

業

指

標

指標名 参加総数

目標値/実績値 1,660

事業内容

・小羽山こいのぼり4月1日掲揚式実施参加者

60名

・夏まつり8月2日実施 参加者1200名

・ふるさとまつり11月8,9日実施9日雨天の為

バザーのみ縮小実施 参加者200名

・どんど焼き1月10日強風の為火入れは中止

その他は実施参加者200名

事業対象者 地区民

参加者数（人） 1,660名

事業効果

・荒天により悩まされることが多かった

が、参加者も多くあり、コミュニティの

活性化につながった。

事業期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

予算額/決算額（円） 708,644

助成金充当額（円） 470,700

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）

（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 コミュニティ推進協議会

事業名 行事運営事業


